
 

 

令和６年度 学 校 経 営 報 告  
 
東京都立墨田工科高等学校全日制課程 

 

Ⅰ 今年度の取組と自己評価 

１ 教育活動への取組と自己評価  

(1) 学習指導 

① 授業態度や授業を受けるマナーは概ね確立できており、授業参観で来校する保護者・同窓生等

からの評価は良好である。授業では、各教員が反復練習や繰り返し指導、小テスト等を行い、

基礎的・基本的な学習内容の確実な習得に心がけながら分かる授業を行った。 

   ② 学校体育では、「部活動の充実」を運動のテーマにして体育の授業では授業のはじめに腕立て

伏せ、腹筋等基礎体力作りを行った。東京都統一「体力テスト」は感染症予防対策を徹底して

実施した。 

③ 高度な資格取得や各種検定の合格者数増加の取組は、工業各科の科長会を中心に組織的・計画

的に指導を行い、各科の特色に応じた資格指導を目指すとともに、他科の生徒を受け入れにも

対応するなどし、全体としての成果を高めた。 

⑤ 高度な専門機器の構造・操作・使用方法を学び、専門性の高い実習を確保するため、設備拠点

校における実習を工業各科が計画したが、一部の科のみ実施した。 

⑥ 授業において積極的に学校図書館を活用し、読書活動を活発化させながら生徒が主体的に学習

する態度の育成を行った。また、それぞれの教科の特性に応じて、ＩＣＴ機器を有効に活用し

た授業を行った。さらに若手教員による研究授業では、ＩＣＴ機器の効果的な活用を促した。 

⑦  教科指導、特別活動等を通して生徒の読書活動が充実し、表現力、想像力、問題解決能力等の

育成につなげることができた。 

⑧ 専門高校技能スタンダードについては、各担当者を中心に学校として組織的にそのねらいの達

成に向けて取り組んだ。 

(2) 進路指導 

① 校内の取組を系統的に集約した「キャリア教育の年間計画」を着実に実践し、主体的に進路選

択能力を培った結果、進路決定率 100％を達成することができた。また、フリーター、ニート

等を抑止した。さらに各学科における資格取得の補習・補講等を通して、資格取得を目標とす

るのみではなく、進路活動に向けた意識向上にも努めた。 

② ２年生全員参加によるインターンシップを３日間実施した。企業からの評価も良好で、進路活

動に向けた目的意識を高めるとともに、生徒に望ましい勤労観・職業観を育むことができた。 

③ 進路指導室の活用や求人票等の資料について進路指導部が計画的に生徒へ指導し、全教職員一

丸となった面接指導を組織的に行った。 

④ 就職先企業などの新規開拓に努め、求人数が 5500 件を超え、進路への多様な希望をもつ生徒

への進路実現の可能性を拡大した。 

⑤  進学を目指す生徒に対しては、早期から普通教科が指導体制を整え、教務部が中心となって各

教科間の調整を行い、進学後に必要な学力が身に付けられるように組織的・計画的に補習・補

講を実施した。 

(3) 生活指導 

   ① ホームルーム担任が中心となり生徒の実態を正しく把握するために、個人情報の保護管理に努

めながら、二者面談、三者面談等の相談活動を行った。 

② 生活保健部が組織的・計画的な指導案を作成し、頭髪や服装などの身だしなみや挨拶等の指導

を継続的に行った結果、多くの生徒が基本的な生活習慣を身に付けることができた。 

③ 教職員自ら挨拶の励行に努め、朝の正門における登校時指導や、明るく活気のある雰囲気づく

りに努め、朝学習や放課後の資格取得補習講座等を行い、欠席・遅刻・早退の減少に貢献した。 

   ④ 豊かな人間性と品格を高め「誇れるもの」をもてる指導を徹底し、命の大切さと生徒相互の友

愛の心、自信などの育成に取り組んだ。 

⑤ 日々の見守りやスクールカウンセラーとの連携はもちろんのこと、保健体育の授業などで、命

の大切さを実感できる教育、様々な困難・ストレスへの対処方法を身に付けるための教育（Ｓ

ＯＳの出し方に関する教育）、心の健康の保持に係る教育を行い、自殺対策に取り組んだ。 

(4) 特別活動・部活動   

① 全体集会、学年集会、各科集会を適宜行い、規範意識の醸成と集団行動規律を育成した。 

② 新学期に部活動全員の加入を呼びかけたが、実質の活動部員は約 8 割となった。 

③ 硬式野球及びバスケットボール部、ものづくり（女子）における「文化スポーツ等特別推薦」



 

 

を実施し、部活動に意欲的な生徒が入学した。 

④ 今年度は、墨工生としての「品格」や「誇り」を備えた 99 名が卒業した。 

⑤ 学習面や生活面で特別な支援を必要とする生徒に対して、特別支援教育委員会とスクールカウ

ンセラー、巡回心理士が連携して「特別支援体制」を整え、該当生徒への支援を計画的に行っ

た。 

⑥ 過去の「部活動推進指定校」事業で培われた成果を継承し、各部活動とも精力的な活動を行っ

た。今後も実技指導ができる教職員の配置を強化していく。 

(5) 安全・健康づくり 

  ① 令和元年度まで安全教育推進校として指定を受け、その成果を生かし足場の組立てや高所作業

について、とび職人（建設業経営者）を招き、教員対象の実技研修を実施した。その効果は、

実習のほか、体育祭や文化祭の装飾等の作業について、教員が生徒を指導する際の安全作業の

徹底に活かされた。 

② 学校保健委員会とスクールカウンセラー、関係機関が連携して、生徒及び保護者等に対する教

育相談を計画的に実施した。 

③ 管理職及び生活保健部等を中心に、生徒の健康管理及び事故等救急対応への校内体制を確立し

た。 

④ 薬物乱用防止、交通安全、携帯電話等の適正な活用に関する講演会等を実施し生徒の健康的な

生活習慣の確保を図った。 

  ⑤ 自転車安全利用として、ヘルメット着用等自転車運転マナーの向上を目指した。深川警察署と

連携し、生徒会役員や有志生徒が年２回、地域の交通安全運動に取り組み、生徒の交通安全に

対する意識向上を図った。 

(6) 募集・広報活動（地域交流） 

① 学校見学会や授業見学等を実施し、ホームページ、Ｘ等など複数の手段を活用して広報活動を

行い、中学生や保護者、地域等に幅広く情報発信を行った。 

② 総務部が中心となり、ホームページ、Ｘを定期的に更新し、生徒、保護者、地域、それぞれに

応じた情報を提供できることを念頭に置いたホームページの運用を開始した。 

③ 公開講座について、今年度も実施した。 

④ 中学校訪問について、総務部を中心として実施した。 

(7) 学校経営・組織体制 

① 地域行事や交通安全運動に生徒を参加させるなど、「開かれた学校づくり」を推進した。 

② 主幹教諭・主任教諭を中心とした各分掌組織機能は向上した。企画調整会議、職員会議、各種

委員会の適正な運営管理を行った結果、学校経営計画を概ね実行することができた。 

③ 「授業評価」を適正に実施し、教員の指導方法や指導内容の工夫・改善、指導計画・週案の点

検･評価の理解を深め全教職員で授業力向上に努めた。 

④ 個人情報の安全管理に関する基準を遵守し、服務事故防止研修を実施して個人情報の保護・管

理に努めた。 

⑤ 施設設備の必要な整備を計画的に行い、学習環境の充実を図った。 

⑥ 地域や関係機関と連携した防災訓練、避難訓練などは感染症予防対策のため実施できなかった

が、日常の指導を通して生徒及び地域住民等の安全を確保する体制を確認した。 

⑦ 校内研修を通して、体罰の防止、法令等の遵守、服務の厳正を徹底するとともに、日頃から、

保護者や地域住民との接遇マナーに心がけ、都民・地域から信頼される学校づくりに努めた。 

⑧ 会議や業務の効率化にこころがけるなど、職員の在校時間の縮減を図り、職員一人一人のライ

フ・ワーク・バランスの向上に努めた。 

(8) 経営企画室 

  ① 学校経営計画実現に向けた経営企画室の充実を図るとともに、迅速な対応を行うことができた。 

② 自律経営推進予算はインターンシップを中心としたキャリア教育および資格取得に関する費

用に重点配分するともに、予算の効率的執行、物品の有効活用を図った。 

③ 私費会計の適正管理及び不測の事態への体制を確立し、現金受領に際しては迅速な処理に努め

た。 

④ 全日制課程、定時制課程が一体となり、無駄を省き、効率的な予算編成・執行を行った。 

 

２ 重点目標への取組と自己評価 

(1) 学習指導 

① 各教科の授業時数 1 単位あたり 35 時間の確保を目指した。今後も行事の精選等で授業時数確

保に努める。 



 

 

② 各教科の補習・補講を学期に 3 回以上行い、放課後、長期休業中、土曜日等を活用して十分な

時間を確保し、丁寧な指導を行うことができた。 

③ 各工業科の特色に応じた資格取得指導を計画的に実践し、資格取得者・検定合格者の増加を目

指した実現できた。以下の結果となった。 

・総資格取得数：401 名（目標設定 550 名以上） 

『ジュニアマイスター』顕彰者 7 名 （目標設定２５名） 

・取得した資格の主な合格者数を以下に挙げる。 

第二種電気工事士:26 名、第一種電気工事士：13 名、危険物取扱者乙種・丙種：33 名、製図検

定：11 名、基礎製図検定:20 名、計算技術検定：74 名、情報技術検定：42 名、三級自動車整

備：各種計 53 名、ガス溶接技能講習:70 名（以下省略） 

④ ものづくり人材育成教育プログラムの「ものづくり特定分野推進校」の指定校として、職業能

力開発協会の「ものづくりマイスター」を活用し、機械科、建築科で民間の専門的な講師の招

聘をとおして、専門技術者からの指導を受け、生徒の意欲や技能を高めることができた。 

⑤ 各授業で年間３回以上図書館を利用させることができなかったが、多くの教員が意識的に図書

館を活用した結果、図書貸し出し件数と図書館利用率が前年度と同程度となった。 

⑥ 学習指導に関して計画的・組織的な取組を行った。また、専門高校｢技能スタンダード｣を活用

し、工業各科が連携を図り、資格取得指導等を計画的に実施した。 

(2) 進路指導 

① 就職希望者の就職内定率 100％、進学希望者の合格率 100％を達成した。 

② 3 日間のインターンシップに 2 年生全員を参加させた。実際の生徒受入企業は 56 事業所（目

標：80 事業所以上）であった。 

  ③ 求人企業数やインターンシップ受入可能企業数を確保するために、200 事業所（目標：150 事

業所以上）の企業訪問・企業開拓を実施し、求人企業数等を増加させた。本校への最終求人件

数は、5500 件超となり、高校では、日本国内で上位の求人件数となった。 

  ④ 今年度は進学希望者に大学におけるインターンシップの参加と研究室訪問を実施することが

出来なかった。 

(3) 生活指導 

① 学校運営連絡協議会による数値調査は 86％の生徒が入学したことに満足しており、さらに日常

の指導を通して学校生活の満足度の向上を目指す。 

② ホームルーム担任は、指導計画の充実・実践により、精勤者・皆勤者数が増加傾向にある。 

・皆勤賞・精勤賞あわせて、31％（目標３５％以上） 

  ③ 全教職員が校内において、統一した基準で身だしなみ指導を行うことができた。生徒登校時の

正門における生活指導を勤務に位置づけ、生活保健部が中心となり、生徒の登校時に生徒への

声掛け、挨拶指導及び身だしなみ指導を年間を通して行った。 

④ 身だしなみ指導に関わる頭髪・服装検査を全生徒対象にして学期の始業式に合わせて年間３回

実施し、身だしなみ向上に効果を上げた。 

 (4) 特別活動・部活動  

  ① ４月年度当初の部活動加入率は 88％以上となった。その後、年間における実質の活動部員は、

全校生徒の 79％を維持することができた。（目標：40％以上） 

  ② 合宿は、バスケットボール部、バドミントン部、ラグビー部、サッカー部、硬式野球部、が実

施した。 

  ③ 部活動の活動状況について、総務部が的確な情報を発信することができた。 

  ④ サッカー部工業大会優勝等、各部活動は大会において様々に成果をあげた。 

 (5) 安全・健康づくり 

② セーフティ教室は、年間 3 回、交通安全、ネット等利用、薬物乱用防止について実施した。 

  ③ 学校保健委員会を年間 2 回（目標：２回）開催し、健康的な生活習慣の確立を図った。 

(6) 募集・広報活動 

① 全教職員が募集・広報活動にあたり、中学生応募者数について、以下の数値を実現した。 

・推薦選抜入学志願者の倍率 1.21 倍（目標 1.50 倍以上） 

 ・一般選抜入学志願者の倍率 0.70 倍（目標 1.10 倍以上） 

・学校説明会、学校見学会等の来校者総延者数 441 組（目標 400 組以上） 

② 中学校での説明会や出前授業は、昨年度から再開した学校が増えて、本校でも５校参加した。 

③ ホームページの改善・更新を年間 300 回実施した。（目標年 300 回以上）また、近隣中学校へ

の情報発信・広報活動を積極的に行った。 

(7) 学校経営・組織体制 



 

 

  ①・授業に関する全体研修は ICT 機器の活用方法を中心に年 12 回（目標 10 回以上）行った。 

・授業改善のための授業研究を若手・中堅等の研修対象者を中心に 10 回（目標 10 回以上）実施

した。 

② 生徒の中途退学者縮減に取り組み、進級・卒業者数を増加させた。 

・１年生の進級率 90％（目標 90％）、２年生の進級率 95％（目標 100％）、3 年生の卒業率 100％

（目標 100％） 

③ 通年の授業公開及び授業公開週間を年間 2 回計画し実施した。 

④ 防災訓練、避難訓練等今年度より集合して実施できた。 

⑤ 体罰禁止に関する研修を 7 月と 12 月に実施し、体罰の防止を含め法令等の遵守、服務の厳正

を徹底した。 

⑥ 週当たりの在校時間が 60 時間を超える教員をゼロとすることは達成できなかったが、引き続

き、取組を進める。 

 

Ⅱ 次年度以降の課題と対応策 

(1) 安全指導、安全確保の徹底 

本校は、平成３０年度より２年間、東京都教育委員会から安全教育推進校として指定を受けた。

今後も授業、部活動、学校行事、校外学習等、あらゆる教育活動において、安全教育を一層充実さ

せ、卒業後も、労働安全衛生の水準を向上させ、産業社会に貢献できる人材育成に取り組んでいく。

また、本年度も深川警察署と協力し、生徒だけではなく保護者や地域の方にも参加を呼びかけ、交

通安全に対する意識向上を目指してきた。令和 6 年度も引き続き様々な活動を行い、より一層の意

識向上を目指す。 

(2) 学力向上への取組 

主体的・対話的で深い学びの実現に向け、アクティブ・ラーニングをさらに取り入れ、授業の充

実・改善を図る。また、都立専門高校技能スタンダードに基づいて技能習得や資格取得に取り組ん

だ結果、本年度も第二種電気工事士に 26 名、第一種電気工事士に 13 名が合格するなど、成果が表

れている。令和６年度も工業高校の推進役として工業科をあげて技能スタンダードに基づく指導に

取り組み、その成果を広く伝えていきたい。 

(3) キャリア教育の計画的な実施と進路保障 

本年度、企業からの求人件数は 5500 件超であった。本校は、創立 124 年の歴史と伝統、そして

技術に裏うちされた工業教育を継承している学校である。生徒の多くは、より良い就職先への内定

を目指して勉強･部活動等に励んでいる。従って、本校は就職を重視した工業高校として、進路指

導を一層充実させ、３年間を見越した計画的、系統的かつ実践的なキャリア教育の構築を推進して

いくことが課題である。進路指導部が中心となり、進路ガイダンスの機会を増やし、面接指導やイ

ンターンシップの充実なども検討していきたい。 

(4) ＰＲ活動・広報活動の充実 

学校ＰＲ及び広報活動に全職員で取り組むなど学校として力を注いだが、残念ながら入学者選抜

の応募倍率は1倍を超えることができなかった。今後は学校ＰＲ及び広報活動をより一層充実させ、

タイムリーな情報が発信できるように、魅力あるホームページを制作していく。 

今後もさらに、中学生とその保護者、中学校教員等に本校の特色や魅力を周知していくことが大

切である。目的意識をもった入学者が増え、中途退学者が減少してきている今だからこそ、ＰＲ活

動及び広報活動をさらに充実させ、本校の教育内容をよく理解した生徒に受験してもらえるよう、

新たな取組を進めていきたい。 


